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あらまし：e ポートフォリオシステムでリフレクションを行う機能の一つとしてコメント機能がある．

しかしコメント機能によるリフレクションは活性化しにくいことがわかっている．そこでコメント機能

の簡略版となる「いいねマーカ」を設計した．「いいねマーカ」とはコメントの代わりに必要最低限の

アノテーションをつける機能である.「いいねマーカ」を実装することにより,コメントをつけるハード

ルをさげリフレクションの活性化を狙っている． 
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1. はじめに 
1.1 e ポートフォリオのリフレクション 

近年では多種多能のポートフォリオによる学習が

盛んにおこなわれている.またポートフォリオには

その役割に基づきさまざまな名称がつけられている.

そこで,多種多様な e ポートフォリオを活用目的に

応じた分類が行われた(1).この「eポートフォリオの

分類」では,ポートフォリオは以下 4 つの種類に分け

られている. 

1)ラーニング・ポートフォリオ 

2)ディベロップメント・ポートフォリオ 

3)アセスメント・ポートフォリオ 

4)ショーケース・ポートフォリオ 

今回,想定しているのは,ラーニング・ポートフォリ

オである.本研究では,e ポートフォリオに慣れてい

ない学習者を想定している.そのため,学習の誘導・

促進を行える e ポートフォリオ(1)である,ラーニン

グ・ポートフォリオに着目した.しかし、教職員大学

院での実践(2)において成果物の種類や学習環境にも

よるが、全体的に「他人の成果物に対するコメント

投稿が少なかった」とされている。 

このことは大学院生であっても、他人の成果物に対

するコメントはハードルが高いのではないかと推察

できる。そのためにコメントによるフィードバック

よりも簡易的に行える機能が e ポートフォリオには

必要だと考えられる。 

1.2 アノテーション 

 アノテーションは,「コンテンツにメタデータを付

け,重要な情報を正しく伝達,共有しコンテンツの内

容理解を理解促進すること」とされている(4).また,

アノテーションはマーカを引くなど文字によるフィ

ードバックよりも容易であるため学習者が使用しや

すい. 

1.3 先行システム 

学習支援ツールとして,アノテーションを付けるこ

とができる主なソフトウェアとして以下の 2 つがあ

る. 

annotation studio (5) 

MIT の hyperstudio の中のプロジェクトの一つであ

る.web 上にアップロードした文書に容易にアノテ

ーション(マーカ)を付けることができる,web アプ

リケーションである.また学生同士でマーカを共有

することを目的にしている.学生に使いやすくする

ため、シンプルにすることを注力している. 

Assignment Feedbacks (6) 

LMSである Moodleのプラグインである. PDFファ

イルを Moodle にアップロードすることで PDF ファ

イルに Moodle 上でマーカ,自由線,コメントの埋め

込み,スタンプなど多種多様のアノテーションが付

けられる.提出された課題等にフィードバックする

ことを主な目的としている. 

 

先行システムでは、「他人の成果物に対するコメン

ト投稿が少なさ」を解決するための e ポートフォリ

オシステムではない。そのため「他人の成果物に対

するコメント投稿が少なさ」を解決することは困難

である。しかしながらその特徴を生かし設計するこ

とで解決できると考えている。 

そこで「いいねマーカ」では, 「他人の成果物に

対するコメント投稿が少なかった」問題をアノテー

ションの特徴を使うことにより,解決することを目

的としている.そのことにより文章によるコメント

のハードルを下げリフレクションの活性化を狙って

いる。 

2. システムの概要 
本研究では,高等教育においてラーニング・ポート

フォリオを初めて使う学生が対象である.学生によ

って未完成物が提出される。提出された未完成物を

学生同士で相互レビューする時に足場掛けすること

を目的としている.また「いいねマーカ」は e ポート

フォリオのプラグインとして動作する. 

3. 「いいねマーカ」の設計 
3.1 「いいねマーカ」のコンセプト 

annotation studio では,付けることができるアノテ
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ーションを制限することで,学生の利用を促した.こ

のため「他人の成果物に対するコメント投稿が少な

さ」を解決できると考えられる.しかし,このシステ

ムの目的は書籍の理解のためのアノテーションであ

り,ラーニング・ポートフォリオの支援ツールとして

使用するのは困難である.また Assignment feedbacks

は添削するために設計されており,ポートフォリオ

の学習支援ツールとしては、Moodle 上で使用できる

ため容易である。またそのアノテーションの種類を

使い幅広く使うことができる.しかし,アノテーショ

ンの種類が多すぎるため, 「他人の成果物に対する

コメント投稿が少なさ」の本研究の解決策である。

コメント機能のハードルを下げることによる利用促

進は望めない. 

そこで表 2 のように「いいねマーカ」を位置づ

け,annotation studio のシンプルさと Assignment 

feedbacks の支援ツールとしての機能を取り入れる

こととした. 

「いいねマーカ」ポイントとしては以下の 3つにな

る。 

1)リフレクションの役に立つ  

2)1)を守ったうえで必要最低限のアノテーション 

3)足場掛けを外せるようになっている 

これをまとめると次の定義となる。 

「いいねマーカ」とはコメントの代わりに必要最小

限のアノテーションを付ける機能。 

表 1 先行システムとい「いいねマーカ」の位置づけ 

 annotation 
studio 

「いいねマー

カ」 

Assignment 
feedbacks 

目的 文書の理解 課題の完成 添削 

共有 学生間 学生間 

学生と教員 

学生と教員 

アノテ

ーショ

ンの種

類 

マーカ 

写真 

マーカ 

タグ付け 

マーカ 

自由線 

コ メ ン ト 

スタンプ 

 

3.2 「いいねマーカ」の活用方法 

「いいねマーカ」のモックアップが図１である.学

習者が,提出した未完成物を別の学生や教員がマー

カを引く.この時によいと思ったときは緑のマーカ

でアノテーションを付けその理由をタグ付けする.

または,問題点やアドバイスがしたいときは赤いマ

ーカで線を引きタグ付けをし,その理由を一言記述

する.学生がその内容をもとに未完成物を更新した

場合,新しいタグに移行する.そのときにオリジナル

データ及びつけられたアノテーションはもとのタグ

に保存される.このことにより,ラーニング・ポート

フォリオのリフレクションの機会や足場掛けができ

ると考えられる. 

 

4. まとめと今後の課題 
e ポートフォリオには 4 つの分類に分けられる.今

回はラーニング・ポートフォリオの問題点である. 

「他人の成果物に対するコメント投稿が少なかっ

た」を解消するための「いいねマーカ」の設計をし

た.「いいねマーカ」では先行システム 2つを分析し

それぞれのよいところを取り入れることで,学生間

のコメントを付けるハードルをさげリフレクション

の活性化を狙っている.今後「いいねマーカ」を開発

及び実装し実践で使用し評価することが課題であ

る. 
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図 1 「いいねマーカ」モックアップ 
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